
世界のコンセントは3つ穴なのに、なぜ日本は2つ穴！？ 

ChatGPT: 

とても良い着眼点です！ 

確かに、世界の多くの国では**「3つ穴（アース付き）」のコンセントが主流です。なのに、日本は今
もなお「2つ穴（アースなし）」が標準**。この背景には、いくつかの歴史的・技術的・文化的な理由
があります。 

 

🔌 なぜ世界は3つ穴が主流なのに、日本は2つ穴なのか？ 

✅ 1. 安全規格と電圧の違い 

●​ 日本の家庭用電源は 100V（世界最低クラス）。​
 　→ 電圧が低い分、感電や火災のリスクも相対的に小さい。​
 

●​ 一方、欧米や中国では 220～240Vが主流。​
 　→ より高電圧で危険が大きく、アース（接地）線で安全確保が必要。​
 

✅ 2. 歴史的にアメリカの影響を受けた 

●​ 日本の電気インフラは、戦後に**アメリカ方式（NEMA規格）**を模倣。​
 

●​ 当時のアメリカも「2つ穴」が一般的で、アース付き3つ穴が普及するのはもう少し後。​
 

✅ 3. 設計思想と住宅事情 

●​ 日本の住宅は木造中心、そしてスペースが狭い。​
 

●​ コンセントも小型・簡素な設計が求められた。​
 

●​ 古い建物では、アース線の配線がそもそも敷設されていないことも多い。​
 

✅ 4. コストと慣習 

●​ 3つ穴にすると、コンセントや配線の施工コストが上がる。​
 

●​ 多くの家電もアース不要な2つ穴対応のため、**「そこまでして変える意味が薄い」**とい
う現実的な選択。​
 

 

⚠️ でも、今の家電はアースが必要では？ 



そのとおりです。 

特に次のような家電にはアース線が推奨・必須です： 

●​ 洗濯機​
 

●​ 冷蔵庫​
 

●​ 電子レンジ​
 

●​ IH調理器​
 

●​ パソコン（デスクトップ）​
 

これらは漏電時の感電や火災リスクを防ぐためにアースが必要ですが、日本では代替策として： 

●​ アース線を壁の端子に接続​
 

●​ 絶縁構造で安全対策済みの設計​
 

などで対応している場合が多いです。 

 

🛠️ 今後はどうなる？ 

実は、日本でも新築住宅やビルでは3つ穴コンセントが増えてきています。 

●​ 電気工事士の資格要件も強化され​
 

●​ 法律上、特定の場所（洗濯機置き場など）にはアース必須​
 

●​ スマート家電やEV充電など、高負荷家電の増加でアースの需要が拡大​
 

つまり、徐々に3つ穴に移行しつつあるものの、過渡期で混在しているというのが現状です。 

 

🧠 まとめ 

項目 日本（2つ穴） 世界（3つ穴） 

電圧 100V（低） 220〜240V（高） 

安全性 感電リスク小 アース必須 



歴史 米国NEMA影響 各国独自・IEC準拠 

文化 慣習と低コスト 安全優先 

現状 徐々に3つ穴化 標準化済み 

 

もしご希望であれば、日本の3つ穴（アース付き）コンセントの設置方法や、変換アダプタの選び
方などもお伝えできますよ！ 
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